
テーマ：炭素―リン結合を有する天然由来 C–P化合物の合成 

 

天然にはリン元素を含む多様な有機化合物が存在しており、リン酸エステ

ルに加えて、酸素を介さずに炭素とリンが直接結合した C–P 化合物も発見

されている。C–P 化合物はリン酸エステルやカルボン酸などの生体分子をミ

ミックすることにより、多様な生物活性を示す点に特徴がある。本研究で

は、興味深い生物活性が期待される天然由来の C–P 化合物の全合成を行

う。現在、C–P 化合物の中で唯一、エステル結合を介してアミノ酸の C 末

端に C–P ユニットが結合した valinophos および DHPPA ジペプチドの合成

を進めている。その過程において、valinophos に関して提唱されている絶対

立体配置に誤りがある可能性が示唆された。そこで、構造訂正を目的として

生合成酵素のレコンビナント調製および酵素反応の立体選択性の精査につい

ても併せて検討している。また、構造訂正が完了した後には、除草活性をは

じめとする生物活性評価を実施する予定である。 

  


